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平 成 ２４ 年 ６ 月 定 例 会平 成 ２４ 年 ６ 月 定 例 会平 成 ２４ 年 ６ 月 定 例 会平 成 ２４ 年 ６ 月 定 例 会

代 表 質 問 通 告 書 一 覧 （ ６月２６日 ）代 表 質 問 通 告 書 一 覧 （ ６月２６日 ）代 表 質 問 通 告 書 一 覧 （ ６月２６日 ）代 表 質 問 通 告 書 一 覧 （ ６月２６日 ）

答弁を求める答弁を求める答弁を求める答弁を求める

質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者理 事 者理 事 者理 事 者

１ 脱原発とエネルギー問題について 知 事

（１）今回の使用済み核燃料の中間貯蔵施設の受入れの検討を

通し、中間貯蔵施設が持つ問題など、どのようなことが分

かったのか。

（４３番）

梶川 虔二 （２）自然エネルギーを活用したエネルギー対策について、具

(なら元気ク 体的に取り組むビジョンの策定状況はどうか。

ラブ)

２ 「買い物・通院難民」の方々に対する地域公共交通の取組 知 事

について

（１）市町村が設置している地域公共交通の活性化・再生のた

めの協議会について、県としてどのような役割を担い、今

後どのように取り組んでいくのか。

（２）王寺町周辺地域公共交通活性化協議会が行った三室病院

乗合タクシーの試験的運行結果を、今後どのように活かし

ていくのか。

３ 正倉院展の期間延長について 知 事

奈良国立博物館で開催される正倉院展には、毎年多く

の方が訪れる。今年から始まる「記紀・万葉プロジェク

ト」を機に、イベントを盛り上げるため、正倉院展の期

間延長を国に働きかけ実現すべきと考えるがどうか。
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答弁を求める答弁を求める答弁を求める答弁を求める

質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者理 事 者理 事 者理 事 者

（４３番） ４ 公営住宅等について 知 事

梶川 虔二

(なら元気ク （１）今後も県として公営住宅を供給していくべきだと考える

ラブ) がどうか。

（２）老朽ストックの解消、健全な県営住宅ストックの形成に

向けた維持管理対策について、どのように考えているの

か。

（３）今後本格化する高齢化社会の到来に向け、高齢者が安全

・安心に住み続けられる居住環境の確保が重要と考える

が、高齢者に対する住まい確保に向けた現在の県の取組状

況について伺いたい。

５ 女性団体への支援等について

（１）民間団体の活動支援の一つとして、県が後援することは こ ど も ・

有効であると考えるが、女性団体の活動支援について、ど 女 性 局 長

のように考えているのか。

（２）県女性センターの１階は多くの県民の目に触れやすいこ こ ど も ・

とから、展示スペースとして活用すべきと考えるがどう 女 性 局 長

か。

（３）図書情報館のエントランスフロアを、県民や団体にも広 地域振興部長

く貸し出すべきと考えるがどうか。

６ 県道椿井王寺線の改良について 土 木 部 長

県道椿井王寺線の危険箇所の早期解消のため、集中的

に用地買収を行い、買収できた箇所から順次工事に着手

するべきだと考えるが、事業の進め方はどうなっている

のか。
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答弁を求める答弁を求める答弁を求める答弁を求める

質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者理 事 者理 事 者理 事 者

１ 災害廃棄物の広域処理について 知 事

東日本大震災に伴う災害廃棄物の広域処理について、県と

して今後どのように進めていくのか。

（２７番） ２ 陸上自衛隊の駐屯地の誘致について 知 事

岩田 国夫

(自由民主党 陸上自衛隊の駐屯地の誘致について、昨年９月に質問を

「未来」) したが、その後、県としてどのような活動を行ったのか。

また、今後どのような活動をしようとしているのか。

３ 上下水道事業における老朽化対策について 知 事

今後、予想される東南海・南海地震に備え、上下水道施

設、特に管路の耐震化や老朽化対策等の取り組みについ

て、県はどのように考えているのか。また、今後市町村に

対してどのように働きかけていくのか。

４ 記紀・万葉プロジェクトの推進について 知 事

記紀・万葉プロジェクトを全県的に推し進めていくため

に、今後、県は市町村に対して、どのような連携や働きか

けをしようとしているのか。

５ 林業の振興について 知 事

県産材の安定供給のためには、本県の山の地形に適した

森林作業道づくりなどが必要と考えるが、県はどのような

施策を講じているのか。
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答弁を求める答弁を求める答弁を求める答弁を求める

質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者理 事 者理 事 者理 事 者

（２７番） ６ 通学路の安全対策について 土 木 部 長

岩田 国夫

(自由民主党 登下校時の児童が犠牲となる悲惨な事故が多発したこと

「未来」) を踏まえ、安全・安心に通学するための歩道整備を重点的

に進めるべきと考えるが、市街地部の歩行者の安全確保に

向けて、予算の確保を含めどのように取り組むのか。

１ 仮設住宅住まいの解消に向けて 知 事

仮設住宅住まいの解消に向けて、住居を被災された住民

の思いの把握や今後の住まいの検討など、どのように取り

組んでいるのか、伺いたい。

（１３番）

畭 真夕美 ２ 住民の避難対策について 知 事

(公明党)

（１）住民が適切な避難行動を行うためには、市町村長が適切

に避難指示、避難勧告を出すことが大切であるが、県では

紀伊半島大水害以降、どのように取り組んでいるのか。

（２）避難所の防災機能の強化について、どのように取り組ん

でいるのか。

３ 防災会議における女性の参画比率の向上について 知 事

防災対策に女性の視点を取り入れるため、防災会議にお

ける女性の参画比率をもっと高めるべきだと考えるが、県

の所見と取り組みについて伺いたい。

４ 学校施設の非構造部材の耐震化について 教 育 長

構造材の耐震化だけでなく、天井、照明器具といった非

構造部材の耐震化も重要であるが、県ではどのように取り

組んでいるのか。
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答弁を求める答弁を求める答弁を求める答弁を求める

質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者理 事 者理 事 者理 事 者

（１３番） ５ 橋梁の長寿命化対策について 知 事

畭 真夕美

(公明党) 橋や道路施設などの社会資本について、耐用年数を経過

するなど、老朽化による防災力の低下が課題となってい

る。中でも橋梁の長寿命化は非常に大切であると思うが、

県としてどのように取り組まれているのか。

６ 「ムジークフェストなら」の状況と今後の県の文化芸術振 知 事

興について

（１）今年から新たに「ムジークフェストなら」が開催された

が、今回のイベントはどのような状況であったのか。

（２）今後の県の文化芸術振興について、どのように考えてお

られるのか、伺いたい。

７ 県立奈良病院移転後のまちづくりについて 知 事

今後のまちづくりの検討をどのように進めていこうとさ

れているのか。また地元の声をどのように反映していただ

けるのか、伺いたい。

８ 平城宮跡の魅力向上について 知 事

平城宮跡では、万葉集にも歌われている季節の草花や野

鳥などの自然を楽しむことができるが、平城宮跡の魅力向

上に向けて、これらをどのように活用しようとしているの

か。


